
(57)【要約】
【課題】二次電池の劣化を防止する。
【解決手段】ケースに二次電池を内装し、該二次電池の正負極端子に夫々個別に接続した
一対の入出力端子を有して成る電池パックにおいて、前記二次電池の周囲の少なくとも一
部にラジウム、ラドン等の放射性物質を配設することによって、二次電池に放射線を照射
し、充放電に係るイオンや析出物の構成電子を励起させて、化学反応活性を高め、充放電
時の可逆反応を円滑にし、電池劣化を誘発する析出物の成長及び肥大を抑止する。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ケ ー ス に 二 次 電 池 を 内 装 し 、 該 二 次 電 池 の 正 負 極 端 子 に 夫 々 個 別 に 接 続 し た 一 対 の 入 出
力 端 子 を 有 し て 成 る 電 池 パ ッ ク に お い て 、 前 記 二 次 電 池 の 周 囲 の 少 な く と も 一 部 に 放 射 性
物 質 を 配 設 し て 成 し た こ と を 特 徴 と す る 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 原 料 素 材 に 放 射 性 物 質 を 配 合 し て 放 射 性 素 材 と 成 し 、 該 放 射 性 素 材 に よ り ケ ー ス を 形 成
し て 、 放 射 性 物 質 を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 原 料 素 材 に 放 射 性 物 質 を 配 合 し て 放 射 性 素 材 と 成 し 、 該 放 射 性 素 材 に よ り 二 次 電 池 の 電
池 缶 を 形 成 し て 、 放 射 性 物 質 を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 塗 料 に 放 射 性 物 質 を 配 合 し て 放 射 性 塗 料 と 成 し 、 該 放 射 性 塗 料 を ケ ー ス に 塗 布 し て 放 射
性 物 質 を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ５ 】
　 塗 料 に 放 射 性 物 質 を 配 合 し て 放 射 性 塗 料 と 成 し 、 該 放 射 性 塗 料 を 、 二 次 電 池 の 電 池 缶 の
表 面 に 絶 縁 材 と し て 塗 布 し て 放 射 性 物 質 を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 池
パ ッ ク 。
【 請 求 項 ６ 】
　 塗 料 に 放 射 性 物 質 を 配 合 し て 放 射 性 塗 料 と 成 し 、 該 放 射 性 塗 料 を 、 二 次 電 池 の 電 池 缶 の
表 面 に 設 け ら れ た 絶 縁 材 の 表 面 に 塗 布 し て 放 射 性 物 質 を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の 電 池 パ ッ ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 携 帯 電 話 、 ノ ー ト 型 パ ソ コ ン な ど 小 型 の 電 子 機 器 類 に 搭 載 さ れ 駆 動 電 源 と し
て 用 い ら れ る 電 池 パ ッ ク に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 携 帯 電 話 、 ノ ー ト 型 パ ソ コ ン な ど 小 型 の 電 子 機 器 類 に は 、 ケ ー ス に ア ル カ リ
二 次 電 池 を 収 納 し て 成 る 電 池 パ ッ ク が 利 用 さ れ て い る 。
　 ア ル カ リ 二 次 電 池 と し て は 、 通 常 リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 が 用 い ら れ 、 リ チ ウ ム イ オ ン
二 次 電 池 は 他 の 二 次 電 池 、 例 え ば 、 ニ ッ ケ ル － カ ド ミ ウ ム 電 池 （ 起 電 力 １ ． ２ Ｖ ） 、 ニ ッ
ケ ル － 水 素 電 池 （ 起 電 力 １ ． ２ Ｖ ） 、 鉛 蓄 電 池 （ 起 電 力 ２ ． ０ Ｖ ） に 比 し て 、 軽 量 且 つ 高
容 量 で 、 起 電 力 （ 平 均 ３ ． ５ Ｖ ） も 高 く 、 高 エ ネ ル ギ ー 密 度 を 得 ら れ る こ と か ら 、 今 後 の
更 な る 利 用 が 期 待 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 研 究 開 発 段 階 や 出 願 段 階 で 先 行 技 術 調 査 を 行 っ て お ら ず 、 記 載 す べ き 先 行 技 術 文 献 を 知
り ま せ ん 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ が 、 現 存 す る 全 て の 二 次 電 池 は 、 何 れ も 充 放 電 の 繰 り 返 し に よ り 劣 化 し 、 充 電 し
て も 起 電 力 が 回 復 さ れ な く な り 、 か か る 現 象 は リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 に つ い て も 例 外 で
は な い 。
　 リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 は 、 リ チ ウ ム 含 有 金 属 酸 化 物 を 正 極 活 物 質 と し 、 負 極 に リ チ ウ
ム イ オ ン を 吸 蔵 、 放 出 可 能 な 非 黒 鉛 炭 素 が 用 い ら れ 、 か か る 両 極 を 六 フ ッ 化 リ ン 酸 リ チ ウ
ム 含 有 の 非 水 電 解 液 に 浸 潤 さ せ て 成 り 、 放 電 時 に リ チ ウ ム イ オ ン は 負 極 で 放 出 さ れ 、 正 極
に 移 動 し 、 正 極 に 吸 蔵 さ れ 、 ま た 充 電 時 は そ の 逆 と な る 。
　 こ の 様 な 可 逆 的 な 酸 化 還 元 反 応 に よ っ て 生 成 物 が 析 出 し 、 充 放 電 を 繰 り 返 す と 次 第 に 析
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出 物 が 不 動 態 化 し て 、 完 全 に は 元 に 戻 ら な く な り 、 こ れ に よ り 蓄 電 容 量 及 び 起 電 力 が 低 下
し 、 電 池 交 換 を 余 儀 な く さ れ て い た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み 、 ケ ー ス に 二 次 電 池 を 内 装 し 、 該 二 次 電 池 の 正 負 極 端 子 に 夫
々 個 別 に 接 続 し た 一 対 の 入 出 力 端 子 を 有 し て 成 る 電 池 パ ッ ク に お い て 、 前 記 二 次 電 池 の 周
囲 の 少 な く と も 一 部 に ラ ジ ウ ム 、 ラ ド ン 等 の 放 射 性 物 質 を 配 設 す る こ と に よ っ て 、 二 次 電
池 に 放 射 線 を 照 射 し 、 充 放 電 に 係 る イ オ ン や 析 出 物 の 構 成 電 子 を 励 起 さ せ て 、 化 学 反 応 活
性 を 高 め 、 充 放 電 時 の 可 逆 反 応 を 円 滑 に し 、 析 出 物 の 成 長 及 び 肥 大 を 抑 止 す る 様 に し て 、
上 記 課 題 を 解 決 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 要 す る に 本 発 明 は 、 ケ ー ス に 二 次 電 池 を 内 装 し 、 該 二 次 電 池 の 正 負 極 端 子 に 夫 々 個 別 に
接 続 し た 一 対 の 入 出 力 端 子 を 有 し て 成 る 電 池 パ ッ ク に お い て 、 前 記 二 次 電 池 の 周 囲 の 少 な
く と も 一 部 に 放 射 性 物 質 を 配 設 し た の で 、 放 射 線 に よ っ て 、 二 次 電 池 中 の イ オ ン や 活 物 質
、 生 成 析 出 物 を 活 性 化 し 、 充 放 電 に 係 る 可 逆 反 応 を 円 滑 に し て 、 二 次 電 池 の 劣 化 を 防 止 す
る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 電 池 パ ッ ク の 小 型 化 に つ い て 、 益 々 そ の 要 望 は 高 ま り 、 電 池 パ ッ ク の パ ッ ケ ー ジ ン グ の
ス ペ ー ス 効 率 は 重 要 な 課 題 で あ る が 、 原 料 素 材 に 放 射 性 物 質 を 配 合 し て 放 射 性 素 材 と 成 し
、 該 放 射 性 素 材 に よ り ケ ー ス や 二 次 電 池 の 電 池 缶 を 形 成 す る か 、 或 い は 、 塗 料 に 放 射 性 物
質 を 配 合 し て 放 射 性 塗 料 と 成 し 、 該 放 射 性 塗 料 を ケ ー ス の 内 外 面 や 、 二 次 電 池 の 電 池 缶 の
表 面 に 絶 縁 材 と し て 、 若 し く は 既 設 の 絶 縁 材 表 面 に 塗 布 し て 放 射 性 物 質 を 配 設 し た の で 、
パ ッ ケ ー ジ ン グ の ス ペ ー ス 効 率 を 全 く 阻 害 す る こ と な く 、 上 記 効 果 を 奏 す る こ と が 出 来 る
等 そ の 実 用 的 効 果 甚 だ 大 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 本 発 明 の 一 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 本 発 明 に 係 る 電 池 パ ッ ク は 、 原 料 素 材 に 放 射 性 物 質 を 配 合 し て 放 射 性 素 材 と 成 し 、 該 放
射 性 素 材 に よ り 形 成 し た ケ ー ス に 二 次 電 池 を 内 装 し た も の で あ る 。
　 そ の 他 の 構 成 は 、 従 前 の 電 池 パ ッ ク と 同 じ で 良 く 、 上 記 二 次 電 池 は そ の 正 負 極 の 夫 々 に
接 続 し た 正 極 端 子 と 負 極 端 子 （ 電 池 缶 ） を 有 し 、 こ の 正 負 極 端 子 に 夫 々 個 別 に 一 対 の 入 出
力 端 子 を 接 続 し 、 該 入 出 力 端 子 の 一 部 を ケ ー ス 外 部 に 裸 出 さ せ て お り 、 使 用 時 に は 入 出 力
端 子 を 電 子 機 器 類 の 電 源 接 続 端 子 に 接 続 し て 、 充 放 電 さ せ る 様 に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 放 射 性 物 質 は 、 人 体 に 影 響 し な い 極 微 量 の 放 射 線 を 放 出 可 能 な も の で あ れ ば 良 く 、 例 え
ば ラ ジ ウ ム 、 ラ ド ン 等 が 挙 げ ら れ 、 天 然 鉱 石 、 精 製 物 の 何 れ で も 良 い が 、 そ の 形 態 は 、 原
料 素 材 の 中 で の 分 散 性 を 良 く す る た め 微 粉 化 し た も の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 原 料 素 材 は 、 適 宜 形 状 に 成 形 可 能 な も の で あ れ ば 良 く 、 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ ス
チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 等 の 樹 脂 で 良 い 。
　 又 、 原 料 素 材 を 金 属 と し て も 良 く 、 適 宜 金 属 に 放 射 性 物 質 を 配 合 し 、 こ の 放 射 性 素 材 に
よ り 、 ケ ー ス で は な く 二 次 電 池 の 電 池 缶 を 形 成 し て 、 二 次 電 池 の 周 囲 に 放 射 性 物 質 を 配 設
す る 様 に し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ の 他 に も 、 塗 料 に 放 射 性 物 質 を 配 合 し て 放 射 性 塗 料 と 成 し 、 該 放 射 性 塗 料 を ケ ー ス の
内 面 又 は 外 面 に 塗 布 し て も 良 い 。
　 尚 、 塗 料 は 公 知 の も の で 良 く 、 有 機 系 、 無 機 系 の 如 何 は 問 わ な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 又 、 従 前 よ り 通 常 二 次 電 池 の 電 池 缶 （ 二 次 電 池 に お い て 、 捲 回 さ れ た 正 負 極 を 収 納 し 、
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負 極 に 接 続 さ れ 、 負 極 外 部 端 子 と な る 筒 体 ） の 表 面 に は 絶 縁 材 が 施 さ れ て い る が 、 こ の 絶
縁 材 と し て 放 射 性 塗 料 を 電 池 缶 に 塗 布 し て も 良 く 、 勿 論 従 前 通 り の 既 設 の 絶 縁 材 上 に 放 射
性 塗 料 を 塗 布 し て も 良 い 。
　 要 す る に 、 ケ ー ス に 内 装 し た 二 次 電 池 の 周 囲 の 少 な く と も 一 部 に 放 射 性 物 質 を 配 設 し て
い れ ば 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 本 発 明 の 電 池 パ ッ ク の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 二 次 電 池 の 近 傍 周 囲 の 何 処 か に 配 設 し た 放 射 性 物 質 は 、 人 体 に 影 響 な い 程 度 の 極 微 量 の
放 射 線 を 常 時 放 出 し 、 こ の 放 射 線 を 受 け た 二 次 電 池 の 中 の 各 イ オ ン は 、 原 子 価 電 子 が 励 起
状 態 に 遷 移 し 、 化 学 反 応 を 起 こ し 易 い 状 態 と な る 。
　 従 っ て 、 充 放 電 時 の 化 学 反 応 に よ る 析 出 物 の 生 成 速 度 は 速 く 、 こ の た め 析 出 物 の 結 晶 成
長 が 抑 止 さ れ て 、 結 晶 が 肥 大 し な い 。
　 又 、 生 成 し た 析 出 物 も 、 放 射 線 を 受 け て 結 合 電 子 が 励 起 さ れ て い る た め 、 充 放 電 時 に 電
子 の 授 受 で 容 易 に 分 解 さ れ る 。
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